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サ
ツ
マ
イ
モ
畑
と
ハ
イ
ジ
と
ク
ラ
ラ

ふ
じ
ま
つ　
　

し
ょ
う
じ

藤
松　

章
二

　
例
年
５
月
か
ら
６
月
に
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
植

え
付
け
て
、
10
月
に
は
仕
事
関
係
の
お
客
さ
ん
や

従
業
員
の
家
族
、
関
連
業
者
、
保
育
園
、
近
隣
の

子
供
た
ち
を
招
待
し
「
芋
ほ
り
大
会
」
を
し
て
い

ま
す
。
30
年
く
ら
い
続
い
て
い
ま
す
。
多
い
時
で

7
5
0
人
く
ら
い
参
加
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
日
は
こ
ち
ら
で
か
し
わ
飯
の
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
等

を
用
意
し
て
接
待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
大
変
喜
ば
れ
、
ま
た
サ
ツ
マ
イ

モ
を
掘
っ
て
収
穫
し
た
時
の
笑
顔
が
何
と
も
言
え
な
い
く
ら
い
す
ば
ら
し

い
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
夏
の
暑
い
時
の
草
取
り
の
苦
労
な
ん
か
ふ
っ

と
ん
で
し
ま
い
ま
す
、
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
際
は
梅
雨
時
期

に
は
雑
草
の
伸
び
も
早
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
畑
を
覆
い
つ
く
す
の
で
、

除
草
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
は
こ
の
対
策
と
し
て
二
頭

の
ヤ
ギ
を
わ
が
農
園
に
連
れ
て
き
ま
し
た
。

　
２
頭
と
も
雌
で
生
ま
れ
て
ま
だ
半
年
、名
前
は
ハ
イ
ジ
と
ク
ラ
ラ
で
す
。

性
格
は
全
然
違
い
ま
す
。
ハ
イ
ジ
は
お
と
な
し
く
ク
ラ
ラ
は
気
が
荒
く
て

餌
を
や
る
と
本
能
丸
出
し
で
独
り
占
め
し
よ
う
と
し
ま
す
。
普
段
は
仲

良
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
時
々
角
を
突
き
あ
い
な
が
ら
喧
嘩
し

て
い
ま
す
。当
初
は
雑
草
を
食
べ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
飼
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
半
分
ペ
ッ
ト
で
す
。
訪
ね
て
き
た
方
々
が
昔
小
さ
い
こ
ろ
に
家
で
ヤ

ギ
を
飼
っ
て
い
た
と
か
、
ヤ
ギ
の
乳
で
大
き
く
な
っ
た
と
か
懐
か
し
ん
で

見
学
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
販
の
飼
料
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
く
て
、
雑
草
の

少
な
い
冬
も
乾
燥
し
た
芋
の
茎
を
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
す
。

　
特
に
こ
の
２
年
間
、
土
日
は
農
業
に
勤
し
み
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て

い
ま
す
。

（
株
式
会
社
藤
松
工
務
店　
代
表
取
締
役
会
長
）

散 歩 道
可也山遠望

可
也
山
は
糸
島
市
志
摩
師
吉
に
あ
り
、
糸
島
平
野
部
ほ
ぼ
全
域
か
ら

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
頂
ま
で
の
遊
歩
道
は
整
備
さ
れ
て
お

り
、
子
供
で
も
登
る
こ
と
が
で
き
る
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
度
の
休
日
に
ご
家
族
で
可
也
山
登
山
は
い
か
が
で
す
か
。

創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。

一般病院認定
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月号1
2023年

西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る
納
得

と
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

提
供
を
目
指
し
ま
す
。

月号4



あ
ら 

つ 

や
ま

　
　
　
　
　
　
　

 

て 

る 

も

体
験
活
動
協
会
Ｆ
Ｅ
Ａ  

理
事
長

谷　
　
正
之中央展望広場からの見晴らし

　
西
公
園
は
当
初
、荒
津
山
公
園
と

呼
ば
れ
て
い
た
。公
園
の
最
高
点
が

荒
津
山（
48
ｍ
）の
山
頂
だ
。大
濠
公

園
駅
か
大
濠
公
園
バ
ス
停
か
ら
歩
い

て
み
る
。

　
「
西
公
園
入
口
」標
識
が
あ
る
交
点

①
を
北
へ
。大
鳥
居
か
ら
上
り
坂
に

な
る
。交
点
②
の
先
の
石
段
を
上
り

詰
め
る
と
光
雲
神
社
が
あ
る
。そ
の

手
前
を
左
に
行
き「
展
望
台
広
場
」標

識
が
あ
る
分
岐
①
を
右
へ
上
る
。シ

イ
ノ
キ
、ア
ラ
カ
シ
な
ど
の
雑
木
林

に
変
わ
り
、ま
も
な
く
荒
津
山
の
頂

上
に
到
着
す
る
。

　
北
西
へ
下
り
歩
道
橋
を
渡
る
と
展

望
台
広
場
が
あ
る
。東
の
石
段
を
降

る
と
中
央
展
望
広
場
に
着
く
。こ
こ

か
ら
相
島
、大
島
、立
花
山
、三
郡
山

地
、眼
前
に
荒
戸
大
橋
な
ど
見
晴
ら

せ
る
。

　
帰
り
は
時
計
ま
わ
り
に
緩
い
坂
を

下
る
。途
中
、大
樹
な
ど
も
目
に
す

る
。や
が
て
交
点
②
に
戻
り
、後
は
来

た
道
を
駅
か
バ
ス
停
ま
で
引
き
返

す
。所
要
時
間
は
お
よ
そ
50
分
。

荒
津
山
の
森

　

その52

　西福岡病院隣接地にあります曽田豊二文庫所蔵の本を一部ですが、紹介致します。
開館時間中は自由に読むことが出来ますので、お気軽にお立ち寄りください。

～曽田豊二文庫だより～ No.2

総記  約500冊
・講義のあとで：知の追究者たちが語る
　学問の入り口とその世界 1／木原武一 編
・遅読のすすめ／山村修 著
・時代を創った編集者101／寺田博 編
・梅原猛全対話 第1巻：科学者と考える
　／梅原猛 著

・考古学への案内／佐原真 著
　金関恕･春成秀爾 編
・歴史をどう書くか：東大駒場連続講義
　／甚野尚志 編
・三國志逍遥／中村愿 著　安野光雅 画
・天才と病気／ネストール・ルハン 著
　日経メディカル 編

・古希の雑考／岸田秀 著
・「日本人」原論：日本社会の見えざる規範
　／山本七平 著
・子どもに伝えたい〈三つの力〉
　：生きる力を鍛える／斎藤孝 著
・「日本」を探す／産経新聞文化部 編著

・アインシュタインの思考をたどる：
　時空の哲学入門／内井惣七 著
・ぼくの生物学講義：人間を知る手がかり
　／日高敏隆 著
・霊長類のこころ：適応戦略としての認知発達と進化
　／ファン・カルロス・ゴメス 著 長谷川眞理子訳
・鼻はなぜあるのか／高橋良 著

・日本のもの造り哲学／藤本隆宏 著
・高きを求めた昔の日本人：
　巨大建造物をさぐる：歴博フォーラム
　／国立歴史民俗博物館 編
・ねじとねじ回し：この千年で最高の発明をめぐる
　物語／ヴィトルト・リプチンスキ 著 春日井晶子 訳
・ワイン物語ラベルは語る
　／田中清高・永尾敬子 著

・ローマの哲人セネカの言葉／中野孝次 著
・こころと脳の対話／河合隼雄･茂木健一郎 著
・養老訓／養老孟司 著
・今に生きる親鸞／吉本隆明 著

哲学  約1,200冊

歴史  約2,800冊
社会科学  約5,000冊

自然科学  約4,500冊
技術・工学  約1,500冊
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● 生きがい　4月号



　
　
　

  

あ
い
の
し
ま

　　　　　福岡市中央区
　　　　　西公園はサクラの名所
でもあり、3月・4月は花見の行楽
客で賑わう。

場　　所
一口メモ

　
西
公
園
は
当
初
、荒
津
山
公
園
と

呼
ば
れ
て
い
た
。公
園
の
最
高
点
が

荒
津
山（
48
ｍ
）の
山
頂
だ
。大
濠
公

園
駅
か
大
濠
公
園
バ
ス
停
か
ら
歩
い

て
み
る
。

　
「
西
公
園
入
口
」標
識
が
あ
る
交
点

①
を
北
へ
。大
鳥
居
か
ら
上
り
坂
に

な
る
。交
点
②
の
先
の
石
段
を
上
り

詰
め
る
と
光
雲
神
社
が
あ
る
。そ
の

手
前
を
左
に
行
き「
展
望
台
広
場
」標

識
が
あ
る
分
岐
①
を
右
へ
上
る
。シ

イ
ノ
キ
、ア
ラ
カ
シ
な
ど
の
雑
木
林

に
変
わ
り
、ま
も
な
く
荒
津
山
の
頂

上
に
到
着
す
る
。

　
北
西
へ
下
り
歩
道
橋
を
渡
る
と
展

望
台
広
場
が
あ
る
。東
の
石
段
を
降

る
と
中
央
展
望
広
場
に
着
く
。こ
こ

か
ら
相
島
、大
島
、立
花
山
、三
郡
山

地
、眼
前
に
荒
戸
大
橋
な
ど
見
晴
ら

せ
る
。

　
帰
り
は
時
計
ま
わ
り
に
緩
い
坂
を

下
る
。途
中
、大
樹
な
ど
も
目
に
す

る
。や
が
て
交
点
②
に
戻
り
、後
は
来

た
道
を
駅
か
バ
ス
停
ま
で
引
き
返

す
。所
要
時
間
は
お
よ
そ
50
分
。

桜花爛漫の表参道（光雲神社より）

1
4

2
4

3

荒津山
（48m）

中央展望広場

交点②

交点①

〈那の津通り〉

〈明治通り〉 至 天神→
←至 姪浜

分岐①

展望台広場
歩道橋

光雲神社

立帰天満宮
大鳥居

西
　公
　園

大濠公園
市営地下鉄「大濠公園」駅

Ⓟ

Ⓟ

WC

WC

WC

WC

西鉄
　「大濠公園」バス停

〒819-0055 福岡市西区生の松原3丁目18番3号
電話番号　０９２－２６０－１８６０

開館日 月～土曜日（祝日も開館）
開館時間 10 ～ 15時
休館日 日曜日、年末年始(12/30 ～ 1/3)

開館時間中は文庫長もしくは司書が常駐しています。
お車でお越しの際は
西福岡病院患者様駐車場をご利用下さい。

曽田豊二文庫

・国土学再考：「公」と新・日本人論
　／大石久和 著
・木と語る／佐野藤右衛門 述
・九州大学の森と樹木
　／「九州大学の森と樹木」編纂委員会 編
・モノを売るにはコツがある／唐津一 著

・謎解き伴大納言絵巻／黒田日出男 著
・画家が描いたヨーロッパ：
　19世紀の憧れから21世紀の翔きへ：
　日本の美術／高階秀爾 監修
・In our time：マグナムの40年 写真集
　／William Manchester [ほか著] 鈴木主税 訳
・岩波いろはカルタ辞典／時田昌瑞 著

・暗号解読：
　ロゼッタストーンから量子暗号まで
　／サイモン・シン 著 青木薫 訳
・日本語語感の辞典／中村明 著
・字書を作る／白川静 著
・感動する英語！／近江誠 著

・漱石先生の手紙／夏目漱石 述・出久根達郎 著
・愛する源氏物語／俵万智 著
・隠居学：おもしろくてたまらないヒマつぶし
　／加藤秀俊 著
・そこにモーツァルトがいたから
　／エリック=エマニュエル・シュミット 著
　小林宣之 訳

産業  約500冊

言語  約700冊
文学  約4,000冊

芸術・美術  約1,500冊
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外 来 診 察 表

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。 
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表　　0570-091-331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日
午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科
呼吸器内科　　
　睡眠時無呼吸

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
脳神経内科

呼 吸 器 外 科
外　　　　科
整形外科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

リハビリテーション科

原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

中村（福大）

國武（予約制）
〇

川上
原田（15時まで）

國武

大園
下田

高比良

安藤

〇

原田（15時まで）
髙野/渡辺

松尾

非常勤

松﨑（福大）

安藤

〇

中村
原田

國武

大園
下田

緒方（九大）

高比良

寺脇
川村（福大）
非常勤
安藤
森永

〇

中村
原田（15時まで）
山本
國武

松尾

藤川（福大）

安藤

〇

中村
原田
髙野
國武

安藤（文）（予約制）
松尾
井野

非常勤
高比良

寺脇

非常勤

友岡

〇

中村/川上
原田

國武（1・3・(5)）
宮本
松尾

小俵（九大）

中垣

寺脇

非常勤
安藤
森永

〇

原田
髙野

松尾
下田
劉（九大）
非常勤
中垣
高比良

寺脇
池田（福大）
森園／非常勤
安藤

〇

川上

渡辺

國武

松尾
井野

非常勤

久保田（九大）

寺脇
上野（福大）
非常勤
安藤
森永

〇

川上

渡部

國武

大園

非常勤

久保田（九大）

安藤

〇

渡辺（1・3）
山本

非常勤

安藤

〇

安藤（文）（予約制）
宮本

中村（1・4）
髙野（2・3）

診療時間・受付時間 ※診療科によって曜日、診療時間、受付時間が異なります。上記の診療案内と照らし合わせながらご確認ください。
※耳鼻咽喉科・皮膚科・整形外科は小児も診察可能です。事前にお電話にてご相談下さい。

診療時間   ( 　 　 　 ) 内 は受 付 時 間
平 　 日（ 月 ～ 金 ）

午 　 前 午 　 後
土

午 　 前
9：00～12：00（8：30～11：30）
9：00～12：00（8：30～11：30）

＊月) 9：30～12：00（8：30～11：30）
9：00～12：00（8：30～10：40）
―　　　　　　 

 9：00～12：00（8：30～11：30）
10：00～12：00（8：30～11：30）
 9：00～12：00（8：30～11：00）
 9：00～12：00（9：00～11：30）
―　　　　　　 

13：00～17：00（12：30～16：30）
13：00～17：00（12：30～16：30）
―　　　　　　 
―　　　　　　 

13：30～17：00（13：00～16：00）
―　　　　　　 
―　　　　　　 
―　　　　　　 

13：00～17：00（12：30～16：30）
予約制　　　　　 

9：00～12：30（8：30～12：00）
―　　　　　　
―　　　　　　
―　　　　　　
―　　　　　　
―　　　　　　
―　　　　　　
―　　　　　　

9：00～12：00（9：00～11：30）
―　　　　　　

内科/呼吸器内科/外科
消化器/循環器/糖尿病/整形/呼外/緩和ケア/腫瘍

脳 神 経 内 科
泌 尿 器 科
皮 膚 科
眼 科
耳 鼻 咽 喉 科
婦 人 科
禁 煙 外 来

2023 MARCH  令和5年4月1日発行「西福岡病院だより・生きがい」通巻第287号 禁無断転載  西福岡病院だより 生きがい 《4月号》
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1146
広報誌『生きがい』の配付が不要な場合は配付を中止しますので、住所・電話番号をお知らせいただきますようお願い致します。

〒819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8　　 0570-091-331・FAX 092-881-1333
（事業所個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

お取次ぎの混雑緩和のため、当院へのお電話は
下記のナビダイヤル番号にお掛け頂きますようお願い致します。ナビダイヤル開始のお知らせ

本院では、喘息の患者さんを対象に
新しいお薬（錠剤）の治験を行っています。

治験管理室からのお知らせです

この治験に参加可能な方
以下の条件を満たす方
　　▶喘息と診断されて1年以上経過した方
　　▶18歳以上、80歳以下の方
　　▶喘息のお薬を一定の量で3か月以上使用されている方

医療法人  西福岡病院
治験管理室
☎0570-091-331（代表）

詳しくは、お電話で
お問い合わせください。


